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２．内容

■  ア（複数課題解決） □ イ（地域価値向上） □ ウ（地域経済発展）

■  エ（公的負担軽減） □ オ（自立的・持続可能）

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

(

今
年
度

)

【今年度のスケジュール】
・5月　契約（設計）
・6月　契約（建設）
・6月～9月　設計期間
・7月～10月　建設工事期間
・7月　防災システム構築業務委託　実施
・3月　防災システム構築業務委託　完了

公
民
連
携
の
視
点

事
業
概
要

(

全
体

)

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

(

全
体

)

・R3　来年度建設予定である4校分の設計委託
・R4　昨年度設計の4校分の防災備蓄倉庫建設及び
来年度建設予定である4校分の設計委託
・R5　昨年度設計の4校分の防災備蓄倉庫建設及び
来年度建設予定である3校分の設計委託
・R6　昨年度設計の3校分の防災備蓄倉庫建設（事
業完了）

　生駒断層地震等の大規模災害に備えて、大阪府の
備蓄基準を整備し続けるとともに、市内小中学校11
校に防災備蓄倉庫を4カ年かけて年度ごとに順次建
設する取り組みを実施していくことで防災体制を確
立する。

【実施期間】
令和3年度～令和6年度

事
業
概
要

(

今
年
度

)

　取組の2年度目となる今年度は4校の市内小中学校に防
災備蓄倉庫を建設する。
　来年度に建設する4校分の設計委託を行う。

【6月補正の内容】
近年、地震等災害が頻発しており、南海トラフ巨大地震
など極めて重大な災害発生も懸念される。防災システム
を構築し防災機能・災害対策機能を高め、防災アプリの
導入により、市民へすみやかに情報提供等を行える環境
を整備する必要がある。防災システム構築の業務を委託
により実施する。

関連するSDGs
17の目標

予
算
科
目

会計

款

項

目

事業 分野別
計画

一般会計

街づくり委員会Α

①1危機管理の徹底 (1)シミュレーションの徹底

総合
戦略

大東市地域防災計画

事業名 防災対策事業

所属 危機管理室（部） 危機管理室

予算書頁

条例
要件

検討
内容

防災マップ増刷の際、巻末等に企業の広告を差し込むことにより、一定

の収入を得ることができる。また、現在、積極的に災害時の協定締結に

むけて邁進しています。例えば、エースケイタリング株式会社（キッチ

ンカー）との協定や、今後、協定を締結するTJグループホールディング

ス株式会社（災害ごみの処理）など、効果的な対策を実施している。

分類 Ⅰ類事業

08 消防費

消防費01

04 災害対策費

0101 防災対策事業

３．事業費等

0.68

0.02

４．事業評価
(1)関連する施策KPI

(2)評価指標

目標値

５．総括

報償費

区分
令和4年度

1,600

会計年度任用職員(人・千円)

退職手当引当金繰入額

令和4年度 令和4年度
（補正前の予算額） （補正額） （補正後の予算額）

事
業
費

1,600

他課等の協力分

人件費計（千円） b

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

工事請負費

公有財産購入費

備品購入費

負担金補助及び交付金

内
訳

旅費

再任用職員(人・千円)

任期付職員(人・千円)

財
源
内
訳

8,024 33,302 41,326

46,389 46,389
4,458 4,458

20,795 20,795
530 530

49,940 49,940

225

131,961 33,302 165,263

225

6,039 6,039

56,300 56,300

69,622 33,302 102,924

6,082

国庫支出金

府支出金

市債

その他
 うち基金繰入金

一般財源

正 職 員 (人・千円)

69,622 33,302 102,924

人
件
費

内
訳

250 250
0.02 40 40

5,7920.68 5,792

出典

「災害等に対して安全・安心なまち」
に対する市民満足度

第2期大東市まち・ひ
と・しごと創生総合戦

略

令和2年度 令和7年度

市民アンケート
24.7％ 54％

138,043 33,302 171,345

KPIの名称 設定した計画名 現状 目標値

総事業費 a+b

令和2年度 令和3年度 令和4年度

令和4年度
％

目標 100

区分
目標年次

単位指標名

重要備蓄物資の備蓄量

戸
目標 - -

指
標
①

成果

市立小中学校に防災備蓄倉庫を建設

100 100

100 実績 100 100

指標の定義

防災備蓄倉庫建設
4

11 実績 - -

指標の定義 大阪府が定めている重要備蓄物資のうち、整備を完了している量

指標の定義

自己点検

事業の成果、課題、課題解決・目標達成に向けた取組みなど

実績
指
標
③

目標

指
標
②

活動
令和6年度

6,082

扶助費

補償補填及び賠償金

その他

事業費計（千円） a
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２．内容

□  ア（複数課題解決） □ イ（地域価値向上） ■ ウ（地域経済発展）

■  エ（公的負担軽減） □ オ（自立的・持続可能）

分類 Ⅰ類事業

02 総務費

総務管理費01

02 企画費

0112 行政サービスデジタル化推進事業

事業名 行政サービスデジタル化推進事業

所属 政策推進部 行政サービス向上室

予算書頁

条例
要件

検討
内容

デジタルデバイド対策や地域社会のデジタル化推進において、

民間との連携を推進する。

街づくり委員会Α

②総合戦略の推進を下支えする体制　～行政サービス改革～

総合
戦略

大東市DX推進基本計画

関連するSDGs
17の目標

予
算
科
目

会計

款

項

目

事業 分野別
計画

一般会計

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

(

今
年
度

)

【今年度のスケジュール】 
・推進体制の整備 
4月～　DX推進本部会議の開催（随時） 
5月～　DXワーキングチームの立ち上げ、ワーキングチー
ム会議の開催（随時） 
・LINE公式アカウント機能開発 
7月～　公募型プロポーザル　9月～　構築開始 
11月～　リニューアル運用開始 
・RPA 
4月～1月　入札、庁内説明会、業務フロー作成、プログ
ラム作成・実行 
2月～　効果検証 
・子育て・介護26手続オンライン化にかかるシステム改
修 
7月～　契約　　8月～　環境構築開始　 
2月～　サービス開始

公
民
連
携
の
視
点

事
業
概
要

(

全
体

)

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

(

全
体

)

・R2～　RPAの試行運用及び導入
・R3　大東市DX推進基本計画及びアクションプラン
の策定
・R4～　大東市DX推進基本計画及びアクションプラ
ンに基づいた取組の実施

　近年、社会全体としてのデジタル化が急速に進
み、総務省において「自治体デジタル・トランス
フォーメーション（DX）推進計画」（R2.12.25）が
策定されるなど、自治体にデジタル社会に即した変
革が求められている。
　本市においても、大東市ならではの総合的なDXを
推進し、「幸せのまち大東づくり」の強力な下支え
となる土台の整備を行うため、全庁的な体制整備、
必要なデジタルツールの導入等を行う。

【実施期間】
令和3年度～令和7年度

事
業
概
要

(

今
年
度

)

【今年度の事業計画】
・大東市DX推進本部及びワーキングチームの設置による
推進体制の整備。
・大東市DX推進基本計画及びアクションプランに基づい
た各種取組の実施、進捗管理。
・地域デジタル社会の推進に向けた基盤整備。
・その他（有効なデジタルツールの導入、外部デジタル
専門人材の活用、RPAの導入等）

【6月補正の内容】
・市民がマイナポータルからマイナンバーカードを用い
て、子育て・介護の行政手続をオンラインで完結できる
よう、所要の環境整備及び基幹系システムの改修を行
う。
・LINE公式アカウントの機能開発を行い、市民の利便性
の向上及び情報発信の強化を図る。

３．事業費等

2.70

４．事業評価
(1)関連する施策KPI

(2)評価指標

目標値

５．総括

指
標
②

活動
令和7年度

23,990

扶助費

補償補填及び賠償金

その他

事業費計（千円） a

市民の電子申請システム
利用率

指標の定義

自己点検

事業の成果、課題、課題解決・目標達成に向けた取組みなど

15

70 実績 - -
指
標
③

成果
令和7年度

％
目標 - -

市民が行政手続において大東市の電子申請システムを利用した割合

％
目標 - -

指
標
①

活動

基幹系システムの標準化・共通化（国の定める20業務）への対応業務の進捗率

- 51

81 実績 - -

指標の定義

基幹系システムの標準
化・共通化（国の定める

20業務）

29

100 実績 - -

指標の定義
地方公共団体が優先的にオンライン化すべきとされている手続（本市にかかるもの）についてオ
ンライン化した割合

令和2年度 令和3年度 令和4年度

令和7年度
％

目標 -

区分
目標年次

単位指標名

地方公共団体が優先的に
オンライン化すべきとさ
れている手続のオンライ

ン化率

出典

大東市DX推進基本計画の取組率 大東市DX推進基本計画

令和7年度

大東市DX推進基
本計画100

94,769 32,905 127,674

KPIの名称 設定した計画名 現状 目標値

総事業費 a+b

人
件
費

内
訳

991 991

22,9992.70 22,999

23,990

国庫支出金

府支出金

市債

その他
うち 基金繰入金

一般財源

正 職 員 (人・千円)

20,857

2,000 2,000

37,389 3,976 41,365

26,935 12,527 39,462

37,389 3,976 41,365

4,455 16,402

70,779 32,905 103,684

2,500 2,500
4,600 4,600

609 609

50,875 32,306 83,181
10,419 10,419

500 500 1,000
1,276 99 1,375

他課等の協力分

人件費計（千円） b

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

工事請負費

公有財産購入費

備品購入費

負担金補助及び交付金

内
訳

旅費

再任用職員(人・千円)

任期付職員(人・千円)

財
源
内
訳

会計年度任用職員(人・千円)

退職手当引当金繰入額

令和4年度 令和4年度
（補正前の予算額） （補正額） （補正後の予算額）

事
業
費

報償費

区分
令和4年度
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２．内容

□  ア（複数課題解決） □ イ（地域価値向上） □ ウ（地域経済発展）

□  エ（公的負担軽減） □ オ（自立的・持続可能）

分類 Ⅰ類事業

03 民生費

児童福祉費04

01 児童福祉総務費

0101 法人立保育所等整備費補助事業

事業名 法人立保育所等整備費補助事業

所属 福祉・子ども部 子ども室 子ども政策グループ

予算書頁

条例
要件

検討
内容

導入不可（理由：導入によって事務軽減を図ることが困難な為）

未来づくり委員会Α

①5出産や子育ての安心と魅力の創出
 (2)仕事も子育ても介護もチャレンジできる環境づくり

総合
戦略

大東市子ども・子育て支援事業計画

関連するSDGs
17の目標

予
算
科
目

会計

款

項

目

事業 分野別
計画

一般会計

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

(

今
年
度

)

【6月補正の内容】
・8月上旬　　大阪府へ協議
・10月上旬　 内示
・11月上旬　 工事

公
民
連
携
の
視
点

事
業
概
要

(

全
体

)

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

(

全
体

)

　保育施設等の園舎建替え、大規模修繕、防犯対策
強化に係る工事を実施した事業者に補助金を交付す
る。

　経年劣化により保育運営に支障があり、補修・改
修が必要と認められる改修について補助金を交付す
る。

事
業
概
要

(

今
年
度

)

　防犯対策強化事業として、防犯カメラを設置する市内
の民間保育施設に対して、補助金を交付する。
　また、秀英幼稚園の増築工事について、当初令和3年度
中に竣工する予定であったが、工事遅延により令和3年
度・4年度の2か年工事となったため、令和4年度工事進捗
分について、補助金を交付する。

【6月補正の内容】
　新町保育園の大規模修繕工事費に係る補助金を交付す
る。

３．事業費等

0.20

４．事業評価
(1)関連する施策KPI

(2)評価指標

目標値

５．総括

指
標
②

1,777

扶助費

補償補填及び賠償金

その他

事業費計（千円） a

指標の定義

自己点検

事業の成果、課題、課題解決・目標達成に向けた取組みなど

実績
指
標
③

目標

目標

指
標
①

成果
0 0

0 実績 0 0

指標の定義

実績

指標の定義 年度当初における保育所待機児童の人数

令和2年度 令和3年度 令和4年度

令和4年度
人

目標 0

区分
目標年次

単位指標名

保育所待機児童数（年度
当初）

出典

年間出生数
第2期大東市まち・ひ
と・しごと創生総合戦

略

令和元年度 令和7年度

大東市調べ
809人 1,000人

25,169 27,225 52,394

KPIの名称 設定した計画名 現状 目標値

総事業費 a+b

人
件
費

内
訳

73 73

1,7040.20 1,704

1,777

国庫支出金

府支出金

市債

その他
うち 基金繰入金

一般財源

正 職 員 (人・千円)

18,594

20,201 20,201

2,747 9,075 11,822

444 18,150

23,392 27,225 50,617

23,392 27,225 50,617

他課等の協力分

人件費計（千円） b

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

工事請負費

公有財産購入費

備品購入費

負担金補助及び交付金

内
訳

旅費

再任用職員(人・千円)

任期付職員(人・千円)

財
源
内
訳

会計年度任用職員(人・千円)

退職手当引当金繰入額

令和4年度 令和4年度
（補正前の予算額） （補正額） （補正後の予算額）

事
業
費

報償費

区分
令和4年度
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２．内容

□  ア（複数課題解決） □ イ（地域価値向上） □ ウ（地域経済発展）

□  エ（公的負担軽減） □ オ（自立的・持続可能）

分類 Ⅰ類事業

07 土木費

都市計画費03

23 野崎駅・四条畷駅周辺整備費

0100 野崎駅・四条畷駅周辺整備事業

事業名 野崎駅・四条畷駅周辺整備事業

所属 都市整備部 駅周辺整備課

予算書頁

条例
要件

検討
内容

本事業は、市東北部の振興と利便性の向上を図るため、JR野崎駅及び

JR四条畷駅の周辺整備を行うものである。

本事業は自由通路・道路・立体駐輪場等のインフラ整備が主な施策と

なっており、民間の有するノウハウ等を活かすことが出来ない。

よって、本事業における公民連携手法の導入は不可能。

街づくり委員会Β

①2エリアの価値を高める都市整備と都市空間の創出
 (4)都市空間の活用

総合
戦略

関連するSDGs
17の目標

予
算
科
目

会計

款

項

目

事業 分野別
計画

一般会計

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

(

今
年
度

)

・野崎駅西側立体駐輪場 
  9月：竣工 
・野崎駅東西駅前広場 
　9月：入札・業務決定・契約 
・四条畷駅ペデストリアンデッキ 
　5月：入札　　           
　6月：業者決定・契約　 
　7月：工事開始　　　　　 

公
民
連
携
の
視
点

事
業
概
要

(

全
体

)

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

(

全
体

)

　整備期間は、令和4年度までを予定。
【野崎駅周辺】
・野崎駅橋上化整備工事
・駅前広場、自転車駐車場整備等
【四条畷駅周辺】
・ペデストリアンデッキ整備等

　本市には鉄道駅が3駅あり、うち「JR住道駅」の
周辺においては、以前より重点的に整備を進めてき
たが、今後は市東北部の振興を図るため、「JR野崎
駅」「JR四条畷駅」の周辺整備に着手する必要があ
る。そのため、2駅周辺で特色ある魅力的な整備を
行う。

【実施期間】
　平成25年度～令和4年度

事
業
概
要

(

今
年
度

)

・令和3年度に引き続き、野崎駅西側立体駐輪場の整備工
事を行う。
　工事期間：令和3年10月～令和4年9月
・過年度に実施した設計をもとに野崎駅東西駅前広場の
整備工事を行う。
　工事期間：令和4年10月～令和5年3月
・過年度に実施した設計をもとに四条畷駅東側ペデスト
リアンデッキ整備工事を行う。
　工事期間：令和4年7月～令和5年9月

【6月補正の内容】
・野崎駅西側立体駐輪場工事において、使用材料に変更
が生じたため、追加の工事費を計上する。
・四条畷駅周辺整備事業において、残地の売払いが生じ
たため、土地鑑定等の諸業務を委託により実施する。

３．事業費等

5.00

1.00

４．事業評価
(1)関連する施策KPI

(2)評価指標

目標値

５．総括

指
標
②

成果
令和7年度

46,418

扶助費

補償補填及び賠償金

その他

事業費計（千円） a

指標の定義

自己点検

事業の成果、課題、課題解決・目標達成に向けた取組みなど

実績
指
標
③

目標

％
目標 - 18.7

指
標
①

活動

「快適な歩行者・自転車走行空間が確保されたまち」に対する市民満足度

- 100

100 実績 46.5 -

指標の定義

快適な歩行者空間等が確
保されたまちに対する市

民満足度

22

32 実績 15.4

指標の定義 総事業費ベースに対する進捗率

令和2年度 令和3年度 令和4年度

令和4年度
％

目標 -

区分
目標年次

単位指標名

野崎駅・四条畷駅周辺整
備における進捗率

出典

「快適な歩行者・自転車走行空間が確
保されたまち」に対する市民満足度

第2期大東市まち・ひ
と・しごと創生総合戦

略

令和2年度 令和7年度

市民アンケート
15.4％ 32％

2,763,335 17,438 2,780,773

KPIの名称 設定した計画名 現状 目標値

総事業費 a+b

人
件
費

内
訳

1,835 1,835
1.00 1,993 1,993

42,5905.00 42,590

46,418

国庫支出金

府支出金

市債

その他
うち 基金繰入金

一般財源

正 職 員 (人・千円)

202,000

371,917 2,838 374,755

2,143,000 14,600 2,157,600

371,917 2,838 374,755

202,000

2,716,917 17,438 2,734,355

333,764 333,764

16 16
422,729 422,729

1,049,943 16,221 1,066,164
764,007 764,007

180 180

112,538 1,187 113,725
28,975 28,975

1,377 30 1,407
3,388 3,388

他課等の協力分

人件費計（千円） b

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

工事請負費

公有財産購入費

備品購入費

負担金補助及び交付金

内
訳

旅費

再任用職員(人・千円)

任期付職員(人・千円)

財
源
内
訳

会計年度任用職員(人・千円)

退職手当引当金繰入額

令和4年度 令和4年度
（補正前の予算額） （補正額） （補正後の予算額）

事
業
費

報償費

区分
令和4年度
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２．内容

■  ア（複数課題解決） ■ イ（地域価値向上） ■ ウ（地域経済発展）

■  エ（公的負担軽減） □ オ（自立的・持続可能）

分類 Ⅰ類事業

09 教育費

保健体育費07

01 保健体育総務費

0106 ｅスポーツ推進事業

事業名 ｅスポーツ推進事業

所属 産業・文化部 スポーツ振興課

予算書頁

条例
要件

検討
内容

eスポーツに興味・関心のある協賛企業・民間団体と連携し、当該大会

を継続して開催することでeスポーツの認知度を高め、地域の活性化に

繋げる。

未来づくり委員会Β

①3健康寿命の延伸 (1)全世代健康づくりの推進

総合
戦略

関連するSDGs
17の目標

予
算
科
目

会計

款

項

目

事業 分野別
計画

一般会計

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

(

今
年
度

)

【今年度のスケジュール】
・4～5月　　事業内容の調整
・6～7月　　委託、事業内容の調整
・6～7月　　実施事業者の選定(チャレンジ大会)
・7月　　　 委託業者の選定(eスポーツスポット)
・8～3月　　eスポーツスポットの開設、運営
・8～3月　　大会の実施

公
民
連
携
の
視
点

事
業
概
要

(

全
体

)

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

(

全
体

)

・R4　「大東eスポーツチャレンジ大会」を小学生
から30歳未満と30歳以上の年代に分けて大会を開催
する。
・R5　大東eスポーツチャレンジ大会は継続する。
新たに、青少年の健全育成に向けた普及事業として
「eスポーツ普及講習会」を小学生向けに実施す
る。
・R6　これまでの事業を継続しつつ、新たに高齢者
に対する認知機能を向上させる取り組みとして、
「eスポーツシニア体験会」を高齢者施設で実施す
る。
・R7　協賛企業や民間eスポーツ団体と共同で継続
して行ってきたeスポーツチャレンジ大会を大規模
で開催する。新たに、青少年健全育成事業として、
大東市教育支援センターボイスとの連携事業を実施
する。また、高齢者に対する認知機能向上事業とし
て、「eスポーツシニアチャレンジ大会」を開催す
る。

　バーチャルを活用したスポーツの振興として、年
齢・性別・障害の有無に関わらず、誰もが参加でき
るeスポーツの特性に着目し、各世代間交流の場を
創出したり、情報格差の改善に繋げるなど、教育や
医療・福祉の充実、また、地域活性化など様々なカ
テゴリーに対して、継続的にアプローチしながら、
各種課題の改善や解決に係る有効なツールとして、
普及・振興に向けての取り組みを推進する。

【実施期間】
　令和4年4月～令和7年3月

事
業
概
要

(

今
年
度

)

　本市のeスポーツへの取り組みをPRするとともに、eス
ポーツへの関心や理解を得ることを目的に、各世代間の
交流の場を創出して機運醸成を図る。
・大東eスポーツチャレンジ大会1の開催
　30歳以上を対象に大会を実施
・大東eスポーツチャレンジ大会2の開催
　小学生から30歳未満を対象に大会を実施
※　各2大会を実施する。

【6月補正の内容】
eスポーツの普及と啓発に向けた活動を展開するために
「アクティブ・スクエア・大東」内にeスポーツスポット
を開設し、eスポーツスポットの管理運営業務を委託す
る。

３．事業費等

1.00

４．事業評価
(1)関連する施策KPI

(2)評価指標

目標値

５．総括

指
標
②

成果
令和7年度

8,885

扶助費

補償補填及び賠償金

その他

事業費計（千円） a

指標の定義

自己点検

事業の成果、課題、課題解決・目標達成に向けた取組みなど

実績
指
標
③

目標

％
目標 - -

指
標
①

活動

eスポーツ関連イベントの参加者アンケートで「満足」「やや満足」と回答した人の割合

- 4

4 実績 -

指標の定義

eスポーツを活用したス
ポーツ振興に対する市民

満足度

60

86 実績 -

指標の定義 eスポーツへの理解と関心を得ることを目的とした大会の回数

令和2年度 令和3年度 令和4年度

令和4年度
回

目標 -

区分
目標年次

単位指標名

eスポーツ大会の開催

出典

11,645 9,992 21,637

KPIの名称 設定した計画名 現状 目標値

総事業費 a+b

人
件
費

内
訳

367 367

8,5181.00 8,518

8,885

国庫支出金

府支出金

市債

その他
うち 基金繰入金

一般財源

正 職 員 (人・千円)

2,760 9,992 12,752

2,760 9,992 12,752

2,760 9,992 12,752

401 401

2,488 8,790 11,278
55 801 856

217 217

他課等の協力分

人件費計（千円） b

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

工事請負費

公有財産購入費

備品購入費

負担金補助及び交付金

内
訳

旅費

再任用職員(人・千円)

任期付職員(人・千円)

財
源
内
訳

会計年度任用職員(人・千円)

退職手当引当金繰入額

令和4年度 令和4年度
（補正前の予算額） （補正額） （補正後の予算額）

事
業
費

報償費

区分
令和4年度
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01

２．内容

□  ア（複数課題解決） □ イ（地域価値向上） □ ウ（地域経済発展）

□  エ（公的負担軽減） □ オ（自立的・持続可能）

分類 Ⅰ類事業

09 教育費

教育総務費01

01 教育委員会総務費

0114 GIGAスクール推進事業

事業名 GIGAスクール推進事業

所属 学校教育政策部 ＩＣＴ教育戦略課

予算書頁

条例
要件

検討
内容

ネットワーク利用料については公民連携手法による効果が見込まれない。

ネットワークの保守業務については導入業者によるものが適当と考えら

れる。

未来づくり委員会Β

①4確かな学力の向上と教育環境の充実
 (1)学力の向上

①4確かな学力の向上と教育環境の充実
 (3)次代を見据えた、新しい教育の実施

総合
戦略

大東市教育大綱

関連するSDGs
17の目標

予
算
科
目

会計

款

項

目

事業 分野別
計画

一般会計

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

(

今
年
度

)

【今年度のスケジュール】
・4月 　　　 年次アカウント更新作業
・4月～3月 　保守業務

公
民
連
携
の
視
点

事
業
概
要

(

全
体

)

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

(

全
体

)

・R1　　「GIGAスクール構想」に基づいた情報機器
等整備の計画の作成
・R2　　校内ネットワークの設置、タブレット型端
末の配備の完了
・R3～　情報機器を活用した教育活動の推進、ネッ
トワーク環境のさらなる充実

　全国一律に展開される「GIGAスクール構想」に基
づき、一人一台学習者用端末を利用した学習環境を
構築するために、小中学校内の情報機器、ネット
ワーク環境の整備を実施していく。

【実施期間】
　令和元年度～ 事

業
概
要

(

今
年
度

)

　校内ネットワーク、タブレット端末の保守、年次アカ
ウント更新作業を行い、小中学校における業務が円滑に
遂行できるようにする。

【6月補正の内容】
　大阪府GIGAスクール運営支援センターに参加し、効率
的かつ効果的な学校への支援体制を強化する。また、オ
ンライン授業を行う環境を整える。

３．事業費等

1.00

0.50

４．事業評価
(1)関連する施策KPI

(2)評価指標

目標値

５．総括

指
標
②

成果
令和5年度

11,009

扶助費

補償補填及び賠償金

その他

事業費計（千円） a

指標の定義

自己点検

事業の成果、課題、課題解決・目標達成に向けた取組みなど

実績
指
標
③

目標

％
目標 - 100

指
標
①

活動

「学校における教育の情報化実態等調査」の「児童生徒が互いの考えを交換し共有して話し合う
ことができるようソフトウェア等を活用する」の肯定的割合

100 100

100 実績 -

指標の定義

教育用ソフトウェアの活
用度

100

100 実績 -

指標の定義 「全国学力・学習状況調査」質問紙における「ほぼ毎日ＩＣＴ機器を活用」の割合

令和2年度 令和3年度 令和4年度

令和5年度
％

目標 -

区分
目標年次

単位指標名

ＩＣＴ機器の活用割合

出典

全国学力・学習状況調査の標準化得点
第2期大東市まち・ひ
と・しごと創生総合戦

略

令和元年度 令和7年度

全国学力・学習
状況調査

【小学校】国語 98 算
数 99 【中学校】国語
98 数学 97 理科 97

100以上

79,310 16,058 95,368

KPIの名称 設定した計画名 現状 目標値

総事業費 a+b

人
件
費

内
訳

367 367

2,124

8,5181.00 8,518

0.50 2,124

11,009

国庫支出金

府支出金

市債

その他
うち 基金繰入金

一般財源

正 職 員 (人・千円)

6,831

34,210 9,227 43,437

34,091 34,091

34,210 9,227 43,437

6,831

68,301 16,058 84,359

16,058 16,058
3,860 3,860

62,849 △3,860 58,989

13 13
5,439 5,439

他課等の協力分

人件費計（千円） b

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

工事請負費

公有財産購入費

備品購入費

負担金補助及び交付金

内
訳

旅費

再任用職員(人・千円)

任期付職員(人・千円)

財
源
内
訳

会計年度任用職員(人・千円)

退職手当引当金繰入額

令和4年度 令和4年度
（補正前の予算額） （補正額） （補正後の予算額）

事
業
費

報償費

区分
令和4年度


